
取扱量減少に伴う売上減収額の考え方について（別表６）

● Ｈ２３年度に仕入れたお茶の廃棄・値引きによる減収は、それぞれの請求項目に

 より賠償します。

● ここでは生産者の生産中止等による取扱量減少に伴う減収分について賠償額を

 算定します。

【算定式】

○賠償額＝売上高減少分×貢献利益率

売上高減少分＝売上高平均－（本年度売上高＋値引き等による減収に対する賠償確定額）

売上高平均：過去５年間の売上高の最高値、最低値を除く３年分の平均値（５中３）

（例）Ｈ２２年度

 

８，０００万円

Ｈ２１年度

 

６，５００万円

Ｈ２０年度

 

１０，５００万円

Ｈ１９年度

 

７，５００万円

Ｈ１８年度

 

９，０００万円

貢献利益率：売上高平均算定で使用した年度（上記例ではＨ２２、１９、１８年度）の決算数値平均より算定

貢献利益＝粗利益＋売上原価中の固定費－販売費および一般管理費中の変動費

貢献利益率＝貢献利益平均／売上高平均

売上高平均：８，１６７万円



貢献利益率の算定例

● 粗利益に期間中の費用発生の有無に応じて勘案します。

売上高
５００

売上原価
３００

販売費及び
一般管理費

１５０

営業利益
５０

３０

賠償額算定の
基礎となる額
（貢献利益）

１９０

売上原価中の
生産設備の減価償却費、
保険料、賃金給与、賞与

 
引当金、法定福利費、地

 
代賃料、リース料など

売上原価中
の固定費

販管費中の
販売手数料、広告宣伝費、

 
水道光熱費、運送費、包

 
装費、消耗品費、通信交

 
通費、交際費など

粗利益

▲４０

販売費及び一般
管理費中の変動費

５中３により算定

貢献利益率

売上高

５００

貢献利益

１９０

（３８％）
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